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第
十
三
回
定
時
総
会
を
開
催

日

時
･･･

六
月
十
日

場

所
･･･

葛
飾
法
人
会
館
三
階

大
会
議
室

会　　長　　挨　　拶

会　　場　　風　　景

令
和
七
年
六
月
十
日
、
葛
飾
法
人
会
第
十
三
回

定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

総
会
冒
頭
で
は
山
本
副
会
長
に
よ
る
開
会
の
辞

の
の
ち
、
増
田
会
長
が
登
壇
し
挨
拶
。
続
い
て
議

長
選
出
が
行
わ
れ
、
会
長
が
議
長
を
務
め
る
旨
を

宣
言
し
た
。

議
事
で
は
、
ま
ず
令
和
六
年
度
事
業
報
告
・
決

算
報
告
・
監
査
報
告
が
行
わ
れ
た
後
、
令
和
七
年

度
事
業
計
画
お
よ
び
予
算
案
に
つ
い
て
も
報
告
が

な
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
報
告
事
項
に
つ
い
て
特
に

質
問
等
は
な
く
、
了
承
さ
れ
た
。

続
い
て
三
件
の
議
案
審
議
に
入
り
、
第
一
号
議

案
「
令
和
六
年
度
貸
借
対
照
表
・
財
産
目
録
承

認
」、第
二
号
議
案「
役
員
改
選
」、第
三
号
議
案「
定

款
一
部
変
更
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
・
質

疑
の
後
、
す
べ
て
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
た
。
こ

れ
に
よ
り
総
会
議
事
は
無
事
に
終
了
し
、
議
長
職

も
解
か
れ
た
。

来
賓
と
し
て
、
山
根
葛
飾
税
務
署
長
は
じ
め
、

井
上
都
税
事
務
所
長
、
青
木
区
長
、
萩
原
青
色
申

告
会
会
長
が
祝
辞
を
。
続
い
て
二
十
名
の
来
賓
が
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紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
寄
せ
ら
れ
た
多
数
の
祝
電

も
披
露
さ
れ
た
。

続
い
て
上
部
団
体
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
受
彰

者
に
は
感
謝
状
や
記
念
品
が
授
与
さ
れ
た
。
式

後
に
は
記
念
集
合
写
真
の
撮
影
が
行
わ
れ
た
。

閉
会
の
辞
は
大
畑
副
会
長
よ
り
述
べ
ら
れ
、

会
の
締
め
く
く
り
と
な
っ
た
。

な
お
、
総
会
終
了
後
に
臨
時
理
事
会
が
開
か

れ
、
山
本
新
会
長
は
じ
め
新
役
員
の
紹
介
と
挨

拶
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
退
任
役
員
の
感
謝
状

表
彰
及
び
会
員
増
強
表
彰
も
行
わ
れ
た
。
そ
の

後
情
報
交
換
会
が
開
催
さ
れ
、
参
加
者
同
士
の

親
睦
が
深
め
ら
れ
た
。
増
田
前
会
長
へ
の
感

謝
を
込
め
て
坂
巻

女
性
部
会
長
か
ら

花
束
贈
呈
も
。
令

和
七
年
度
新
体
制

の
船
出
に
ふ
さ
わ

し
い
、
盛
会
の
う

ち
に
閉
幕
と
な
っ

た
。
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こ
の
度
第
十
三
回
定
時
総
会
に
お
い
て
退
任
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
税
務
当
局
を
は
じ
め
関
係
団
体
並
び
に

税
理
士
会
、
そ
し
て
当
法
人
会
の
役
員
お
よ
び
会
員
の
皆

様
の
ご
協
力
ご
指
導
に
よ
り
、
三
期
六
年
の
会
長
と
し
て

の
任
期
を
全
う
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

今
の
私
に
と
っ
て
法
人
会
活
動
の
経
験
は
人
生
の
大
き

な
部
分
で
あ
り
と
て
も
貴
重
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
が
法
人
会
に
入
会
し
た
の
は
、
二
十
五
歳
の
時
で
し

た
。
特
に
積
極
的
に
活
動
す
る
つ
も
り
も
無
く
、
会
員
に

な
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
青
年
部
（
当
時
：
ジ
ュ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
）
に
入
会
し
て
み
る
と
、
私
と
同
様
に
会
社

の
跡
継
と
な
る
べ
き
境
遇
の
方
が
多
く
、
共
に
活
動
す
る

な
か
で
、
仕
事
の
苦
労
や
将
来
に
つ
い
て
の
悩
み
を
自
分

と
同
様
に
抱
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
と
、
仲
間
意
識
が

強
く
な
り
次
第
に
参
加
す
る
こ
と
が
楽
し
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。

法
人
会
の
成
り
立
ち
を
知
っ
た
の
は
、
入
会
し
て
し
ば

ら
く
経
っ
た
頃
で
し
た
。
地
域
の
中
小
企
業
経
営
者
が
、

戦
後
に
導
入
さ
れ
た
自
主
申
告
納
税
制
度
と
い
う
官
民
の

相
互
信
頼
を
前
提
と
し
た
税
制
度
の
重
要
性
を
認
識
し
、

そ
の
推
進
の
た
め
に
昭
和
二
十
四
年
に
作
っ
た
団
体
が
始

ま
り
だ
と
知
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
社
会
貢
献
の
つ

も
り
で
、
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
が
副
会
長
を
拝
命
し
た
時
か
ら
退
任
ま
で
に
三
つ

の
大
き
な
課
題
が
次
々
と
発
生
し
ま
し
た
。
法
人
会
の
会

費
の
統
一
、
公
益
法
人
制
度
改
革
そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
で
す
。

約
二
十
年
前
の
関
口
会
長
の
と
き
、
私
は
財
務
担
当

副
会
長
で
、
法
人
会
の
会
費
の
統
一
に
あ
た
り
ま
し
た
。

当
時
、
支
部
毎
に
会
費
が
異
な
っ
て
い
て
、
支
部
で
集
め

た
会
費
の
中
か
ら
一
会
員
に
つ
き
一
定
額
を
本
部
に
上

納
す
る
方
式
を
と
っ
て
い
て
、
支
部
で
独
自
に
会
費
を
決

め
て
い
ま
し
た
。
従
っ
て
、
本
部
で
は
支
部
の
会
計
を
正

確
に
は
把
握
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
法
人
会
組
織
と

し
て
責
任
あ
る
管
理
を
す
る
た
め
に
も
、
会
費
規
程
を

整
備
し
、
さ
ら
に
活
動
費
の
透
明
性
を
高
め
る
た
め
に
、

会
費
を
本
部
に
直
接
納
入
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま

し
た
。
地
域
の
担
当
副
会
長
や
支
部
長
さ
ん
の
理
解
と
協

力
の
も
と
に
、
問
題
な
く
予
定
通
り
実
施
す
る
こ
と
が

出
来
た
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
各
支
部
の
大

先
輩
や
そ
れ
ま
で
の
支
部
運
営
に
携
わ
っ
て
き
た
方
々

か
ら
大
き
な
抵
抗
や
お
叱
り
が
あ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
、

特
に
当
時
の
支
部
長
さ
ん
に
は
相
当
ご
苦
労
を
お
掛
け

し
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

公
益
法
人
制
度
改
革
は
平
成
二
十
年
に
法
制
化
さ
れ

平
成
二
十
五
年
四
月
か
ら
当
法
人
会
は
公
益
社
団
法
人

に
移
行
し
ま
し
た
。
事
業
費
の
半
分
以
上
を
非
会
員
の
方

を
含
め
た
不
特
定
多
数
の
方
を
対
象
に
し
た
公
益
事
業

を
実
施
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
税
務
に
関
す
る
従
来
の
目

的
か
ら
地
域
活
性
化
に
ま
で
目
的
を
広
げ
活
動
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
地
域
事
業
部
（
従
来
は
ブ

ロ
ッ
ク
と
称
し
た
）
は
、
公
益
目
的
事
業
の
実
行
主
体
と

し
て
、
地
域
活
性
化
事
業
の
幅
を
広
げ
る
役
割
を
果
た
す

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

会
長
に
な
っ
て
最
初
の
年
度
が
終
わ
る
頃
に
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
が
急
速
に
広
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
蔓
延
期
に

も
感
染
の
予
防
を
し
な
が
ら
も
事
業
を
継
続
し
よ
う
と

努
力
し
ま
し
た
。
講
演
会
を
ネ
ッ
ト
配
信
し
た
り
し
た
も

の
の
、
地
域
事
業
部
の
公
益
事
業
は
予
定
通
り
に
行
え
ず

予
算
を
余
ら
せ
て
、
遊
休
資
産
が
膨
ら
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。
結
果
、
公
益
法
人
の
管
理
規
定
に
抵
触
す
る
こ
と
と

な
り
、
会
長
と
し
て
悩
み
の
多
い
時
期
で
し
た
。
副
会
長

さ
ん
や
総
務
、
財
務
委
員
会
や
事
務
局
の
皆
さ
ん
の
お
陰

で
新
し
い
顧
問
の
会
計
事
務
所
が
見
つ
か
り
、
相
談
す
る

な
か
で
、
会
計
上
の
諸
問
題
の
対
処
の
仕
方
が
分
か
り
、

意
外
に
も
、
す
ん
な
り
解
決
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
し
て
、
令
和
五
、六
年
度
の
事
業
は
地
域
事
業
部
の
積

極
的
な
事
業
活
動
で
ほ
ぼ
本
来
の
流
れ
を
取
り
戻
す
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
、
山
本
新
会
長
の
も
と
四
人
の
新
し
い
副

会
長
を
迎
え
、
副
会
長
が
九
名
と
な
り
会
長
を
含
め
十
名

で
の
執
行
部
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
定
款
変
更
を
行
い
、

議
案
書
の
電
子
提
供
も
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
新
た
な
展

開
が
望
め
、
大
き
く
躍
進
す
る
の
で
は
と
大
変
期
待
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
多
く
の
課
題
に
遭
遇
す
る
と
思
い
ま

す
が
、
役
員
が
一
丸
と
な
っ
て
乗
り
越
え
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
法
人
会
の
さ
ら
な
る
発
展
を
祈
念
し
退
任
の

挨
拶
と
致
し
ま
す
。

退
任
の
ご
挨
拶前 会 長

増田　充孝
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二
〇
二
五
年
六
月
の
第
十
三
回
通
常
総
会
に
お
い
て

葛
飾
法
人
会

第
十
四
代

会
長
を
拝
命
し
ま
し
た
株

式
会
社
山
本
工
場
の
山
本
榮
之
進
と
申
し
ま
す
。
浅
学
菲

才
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
何
卒
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

歴
史
と
伝
統
の
あ
る
葛
飾
法
人
会
の
歴
代
会
長
の
後

を
受
け
て
大
役
を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
、
役
割

の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
増
田
前
会
長

様
と
同
様
に
皆
様
に
は
引
き
続
き
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
昭
和
五
十
一
年
に
今
の
青
年
部
会
、
当
時
の
ジ
ュ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
入
会
さ
せ
て
頂
き
今
年
で
四
十
九
年
に

な
り
ま
す
。

ま
た
青
年
部
会
長
経
験
者
の
会
長
は
歴
代
初
め
て
で

あ
り
重
責
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

葛
飾
法
人
会
は
、
葛
飾
区
域
全
域
の
企
業
を
対
象
と
し

て
、
昭
和
二
十
四
年
六
月
十
八
日

葛
飾
法
人
納
税
協
力

会
と
し
て
発
足
、
同
二
十
五
年
十
月
十
八
日

葛
飾
法
人

会
と
改
称
、
会
員
四
五
〇
社
で
発
足
し
ま
し
た
。
爾
来
、

先
輩
各
位
に
よ
る
努
力
と
協
力
に
よ
り
、
昭
和
三
十
八
年

九
月
に
至
り
社
団
化
を
検
討
、
同
三
十
九
年
三
月
、
大
蔵

省
へ
社
団
化
を
申
請
、
当
局
に
よ
る
度
重
な
る
審
議
を

経
て
、
昭
和
三
十
九
年
九
月
二
日
、
全
国
の
数
あ
る
法

人
会
に
先
駆
け
、
大
蔵
大
臣
の
設
立
認
可
社
団
化
第
一

号
の
法
人
会
と
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
更
に
、

平
成
二
十
五
年
四
月
、
東
京
都
知
事
よ
り
認
可
さ
れ
公
益

社
団
法
人
と
な
り
ま
し
た
。

公
益
法
人
移
行
後
は
さ
ら
に
公
益
性
を
重
視
し
た
活

動
に
力
を
入
れ
、
納
税
意
識
の
高
揚
の
た
め
に
支
部
も
委

員
会
も
精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
講
演
会
や
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
地
域
の
方
も
対
象
と
し
て
地
域
社
会
に
開
か

れ
た
も
の
と
し
て
お
り
、
献
血
、
地
球
温
暖
化
報
告
書
な

ど
の
社
会
貢
献
活
動
も
積
極
的
に
実
施
し
、
小
学
生
に
対

し
、
青
年
部
会
は
租
税
教
育
活
動
、
女
性
部
会
は
税
の
絵

は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
で
、
正
し
い
納
税
知
識
の
普
及

活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

国
内
は
よ
う
や
く
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
脱
却
し
、
社
会
経
済

活
動
も
正
常
化
が
進
み
ま
し
た
。

飲
食
や
観
光
な
ど
を
中
心
に
、
サ
ー
ビ
ス
消
費
や
海
外

旅
行
者
の
増
加
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
も
回
復
し
、

景
気
も
回
復
基
調
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
訪
日
外
国
人
が

半
年
で
二
〇
〇
〇
万
人
超
え
を
記
録
し
ま
し
た
。
し
か
し

一
方
で
ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
パ
レ
ス
チ
ナ
な
ど
を
め

ぐ
る
地
政
学
的
リ
ス
ク
の
増
大
や
ト
ラ
ン
プ
関
税
の
影

響
で
景
気
の
逆
風
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
少
子
高
齢
化

の
進
展
で
人
材
不
足
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
ど

へ
の
対
応
で
、
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し

て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
不
透
明
な
世
の
中
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

税
務
当
局
と
連
携
を
し
っ
か
り
と
図
り
な
が
ら
、
法
人

会
の
理
念
で
あ
る
「
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
の
企
業
の
発
展
を
支
援
し
、
地
域
の
振
興
に
寄
与
し
、

国
と
社
会
の
繁
栄
に
貢
献
す
る
経
営
者
の
団
体
」
と
し
て

活
動
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
葛
飾
法
人
会
の
会
員
数
は
約
二
七
〇
〇
社
で
す

が
会
員
数
の
減
少
が
続
い
て
い
る
た
め
、
今
後
い
か
に
会

員
増
を
図
っ
て
い
く
か
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

お
役
に
立
て
る
居
心
地
の
良
い
会
に
す
る
た
め
理
事

一
丸
と
な
っ
て
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
任
の
ご
挨
拶新 会 長

山本榮之進



2025  Vol.400

6

新任役員のご紹介

令
和
七
年
度

新
任
理
事
・
監
事
・
支
部
長
の
ご
紹
介

東
京
法
人
会
連
合
会
関
係
表
彰
者
の
ご
紹
介

令
和
七
年
六
月
十
一
日
（
水
）
一
般
社
団
法
人
東
京
法
人

会
連
合
会
第
十
三
回
通
常
総
会
が
明
治
記
念
館
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
会
で
は
次
の
方
々
が
受
彰
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
　
　
　
　
　   

（
敬
称
略
、
役
職
は
令
和
六
年
度
）

●
全
法
連
功
労
者
表
彰

総
務
委
員
長

 
 

　
　
金
井
田

貴

之

広
報
委
員
長 

 

　
　
鈴

木

隆

文

●
東
法
連
永
年
勤
続
役
員
表
彰

財
務
副
委
員
長 

 

　
　
落

合

壽

隆

組
織
委
員
長 

 

　
　
坂

田

幸

康

事
業
研
修
副
委
員
長

　
　
神

谷

智

洋

厚
生
副
委
員
長 

 

　
　
山

口

正

和

社
会
貢
献
委
員
長  

　
　
齊

藤

太

治

青
年
部
会
長 

 

　
　
山

本

栄

悟

柴
又
支
部
長 

 

　
　
天

宮

久

嘉

白
鳥
支
部
長 

 

　
　
大

嶋

洋

子

総務委員

荒岡　崇一
外部監事

川村　栄二

お花茶屋支部長

渡辺　信之

税制委員

竹田　淳一

白鳥支部長

高橋　晃一

東四つ木支部長

堀合　義弘

青戸立石支部長

岩﨑　新一郎

社会貢献委員

田渕　公徳

四つ木五支部長

秋山　代介

東立石支部長

江澤　利通

社会貢献委員

安西　将信

堀切支部長

渋谷　健治

西新小岩支部長

金本　貴範（敬称略）
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退任役員に対する感謝状の贈呈
　下記諸氏は、会長・副会長・理事として永年にわたりそれぞれの要職にあって積極的に会
の発展に尽力され、組織の拡充強化と納税意識の高揚に貢献されました。その功績は極めて
顕著なものがあります。退任にあたり深甚なる謝意を表します。

　　　　増　田　充　孝　　　　大　畑　勝　実
　　　　細　谷　政　男　　　　𠮷　川　　　博　
　　　　落　合　壽　隆　　　　日下部　幸　男　
　　　　小　川　　　孝　　　　大　嶋　洋　子　
　　　　渡　部　幸　一　　　　鈴　木　　　茂  
　　　　荒　岡　正　則　　　　山　田　洋治郎  
　　　　山　口　新　一 　　　   　　　　　　　　　　（敬称略）

会員増強功労者表彰
正会員加入数上位（同数１位）　 賛助個人会員加入数上位
  １位　東金町支部　　　     １位　南水元支部
  １位　お花茶屋支部　　     ２位　東四つ木支部
  １位　東新小岩支部　　     ３位　東新小岩支部

増田会長お疲れ様でございました

　三期六年間、葛飾法人会会長としてその要職にあって、
コロナ禍に組織の発展のために、ご尽力いただきました
増田会長が会長職をご退任されました。
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葛
飾
税
務
署
定
期
異
動
の
お
知
ら
せ

処
暑
の
候
、
公
益
社
団
法
人
葛
飾
法

人
会
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

七
月
の
定
期
人
事
異
動
に
よ
り
、
葛

飾
税
務
署
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た

上か
み

赤あ
か

と
申
し
ま
す
。
平
成
元
年
の
当

初
配
属
以
来
、
葛
飾
署
勤
務
は
初
め

て
で
す
が
、
前
任
の
山
根
同
様
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

葛
飾
法
人
会
の
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
税
務
行
政
に
対

し
て
深
い
ご
理
解
を
賜
り
、
こ
れ
ま

で
長
き
に
わ
た
っ
て
税
の
オ
ピ
ニ
オ

ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
税
に
関
す
る

広
報
活
動
や
租
税
教
育
活
動
な
ど
に

ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

貴
会
の
活
動
は
、
未
来
を
担
う
子
供

た
ち
を
対
象
と
し
た
「
税
に
関
す
る
絵

は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
募
集
活
動
・

表
彰
式
の
実
施
の
ほ
か
、「
法
人
会
と

区
民
の
集
い
」、「
中
川
に
親
し
む
集

い
」、「
政
治
経
済
講
演
会
」
と
い
っ
た
、

多
く
の
区
民
の
方
々
が
来
場
さ
れ
る

地
域
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
っ
て
お
り
、
そ
の
活
動
は
正

し
い
税
知
識
の
普
及
と
納
税
意
識
の

高
揚
に
大
き
な
役
割
を
果
た
さ
れ
て

い
ま
す
。

山
本
会
長
を
は
じ
め
、
役
員
・
会

員
の
皆
様
方
が
熱
意
を
も
っ
て
活
動

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
は
、

私
ど
も
税
務
行
政
に
携
わ
る
者
と
し

て
大
変
心
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
今

後
と
も
、
公
益
社
団
法
人
と
し
て
実

り
あ
る
事
業
を
展
開
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
国
税
庁
に
お
い
て
は
、
経

済
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
デ
ジ
タ

ル
化
の
進
展
な
ど
税
務
行
政
を
取
り

巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、

「
納
税
者
の
自
発
的
な
納
税
義
務
の
履

行
を
適
正
か
つ
円
滑
に
実
現
す
る
」
と

い
う
国
税
庁
の
使
命
を
果
た
す
た
め
、

「
納
税
者
の
利
便
性
の
向
上
」、「
課
税
・

徴
収
の
効
率
化
・
高
度
化
等
」
及
び
「
事

業
者
の
デ
ジ
タ
ル
化
促
進
」
の
三
つ

の
柱
に
基
づ
き
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用

し
た
税
務
手
続
や
業
務
の
在
り
方
の

抜
本
的
な
見
直
し
（
税
務
行
政
の
デ

ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
（
Ｄ
Ｘ
））
や
、
事
業
者
の
業
務
の

デ
ジ
タ
ル
化
促
進
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

特
に
、
現
状
、
金
融
機
関
や
税
務

署
等
の
窓
口
納
付
が
大
半
を
占
め
て

い
る
国
税
の
納
付
に
つ
い
て
、
簡
単
・

便
利
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
を
推

進
し
、
そ
の
割
合
を
令
和
八
年
度
末

ま
で
に
五
割
と
す
る
目
標
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
特
に
、
源
泉
所
得
税
は
納

付
機
会
が
多
い
た
め
重
点
的
に
取
り

組
む
方
針
で
す
の
で
、
周
知
・
広
報
、

利
用
勧
奨
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

ま
た
、
事
業
者
の
事
務
の
効
率
化

に
よ
る
生
産
性
の
向
上
や
経
営
の
高

度
化
に
資
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る

事
業
者
の
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ

い
て
も
税
務
手
続
の
デ
ジ
タ
ル
化
と

併
せ
て
、
そ
の
促
進
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
会
員
の
皆
様
に
対
し
て
、
国
税

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
を
は
じ
め
、

法
人
税
の
財
務
諸
表
等
の
添
付
書
類

も
含
め
たe-T

ax

（A
LL e-T

ax

）
や

年
末
調
整
手
続
の
電
子
化
な
ど
、
税

務
手
続
及
び
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
促

進
を
働
き
掛
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
当
た
り
、
公
益
社
団
法
人

葛
飾
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会

員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
並
び
に
事
業

の
ご
繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、
着
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

署　長

上
かみ

赤
あか

　　 努
つとむ

新
署
長
に
は
東
京
国
税
局
徴
収
部

納
税
管
理
官
か
ら
上
赤
氏
、

　
　
山
根
署
長
は
、

東
京
国
税
局
徴
収
部
次
長
へ
！

着
任
の
ご
挨
拶
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法人会関係署幹部のご紹介法人会関係署幹部のご紹介法人会関係署幹部のご紹介

葛飾税務署 新名簿（令和７年人事異動） 《令和７年7月10日現在》

役　職　名
令和７事務年度

役　職　名
令和７事務年度

氏　　名 異　動　元 氏　　名 異　動　元
署 長 上 赤　　 努 東京局・徴収部・納税管理官 法人第４統括官 佐 藤　佑 己 日立・法人１・総上席
副　署　長（総） 後 藤　　 累 千葉東署・特官（個人）・特官 法人第５統括官 清 宮　猛 志 芝暑・法人１・連調官
副　署　長（法） 藤 木　　 輝 国税庁・長官官房監督評

価官室・監督評価官補 法人第６統括官 岡 野　 晃幸 （留任）
総 務 課 長 吉 田　　 正 大月署・総務課・総務課長 審理専門官（法人） 西 澤 憲一郎 浅草署・審専官（法人）・審専官
特別国税調査官（法） 和 田　克 幸 京橋暑・総務課・副署長 連絡調整官（法人） 丸 山　浩 美 千葉西署・総務課・総務課長補佐
特別国税調査官（法） 小 林　康 行 （留任） 法 人（審理調査官） 小 林　裕 貴 （留任）
法人第１統括官 寺 崎　圭 之 中野署・法人１・統括官 源 泉（審理上席） 牧 島　典 子 松戸署・法人２・上席
法人第２統括官 馬 場　貴 恵 中野署・法人２・上席 総 務課長補佐 寶 珠　　 恵 東京局・業務センター・

国税管理官

法人第３統括官 山 田　伴 政 （留任）

副 署 長

藤
ふじ

木
き

　　 輝
あきら

出 身 地　北海道
コメント　 この度の人事異動で、国

税庁から異動してまいり
ました。１年間どうぞよろ
しくお願いいたします。

法人課税第２部門　統括官

馬
ば

場
ば

貴
よし

恵
え

出 身 地　千葉県
コメント　 この度の人事異動で、中

野税務署から異動してま
いりました。１年間どうぞ
よろしくお願いいたしま
す。

法人課税第１部門　統括官

寺
てら

崎
さき

圭
けい

之
じ

出 身 地　福島県
コメント　 この度の人事異動で、中

野税務署から異動してまい
りました。１年間どうぞよ
ろしくお願いいたします。

総務課長

吉
よし

田
だ

　　 正
ただし

出 身 地　茨城県
コメント  この度の人事異動で、大

月税務署から異動してまい
りました。１年間どうぞよ
ろしくお願いいたします。

法人課税第１部門　法人審理調査官

小
こ

林
ばやし

裕
ひろ

貴
き

出 身 地　千葉県
コメント　 葛飾税務署２年目となり

ました。引き続きよろし
くお願いいたします。

法人課税第２部門　源泉審理上席

牧
まき

島
しま

典
のり

子
こ

出 身 地　栃木県
コメント この度の人事異動で、松

戸税務署から異動してま
いりました。１年間どう
ぞよろしくお願いいたし
ます。
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この他にも、地域事業部行事や支部を実施
しています。また、事業研修委員会を中心
にオンラインによる各種セミナーも随時開
催しています。当会のホームページもぜひ
ご覧ください。 

11

水元中央支部　　　　　　   　    　　　  4月10日

水元中央支部報告会
青年部会　　　　　　　　　     　　　 　 4月18日

青年部会第13回通常総会

東水元の「花もと」にて、新入会員の方も参加し大変盛り上がりま
した。

第13回青年部会通常総会は無事執り行われ、総会後の情報交換会
も大いに盛り上がりました。

女性部会   　　　　　　　　 　    　　    ４月25日

女性部会第13回通常総会
事業研修委員会　　　   　　　  ５月21日～（全４回）

社会保険・労働保険事務手続きセミナー

第13回女性部会通常総会、今年も全ての議案が無事成立しました。
総会後の情報交換会も華やかに開催されました。

このセミナーは毎年この時期に開催しています。実務に精通した社
会保険労務士を講師に迎えて今年も開催しました。

立石支部　　　　　 　    　  　　 　　　 ５月28日

立 石 支 部 報 告 会
女性部会　　　　　　　　  　              　６月26日

日帰り研修バス旅行

立石舟和にて、今年も多くの方にご参加頂きました。毎年恒例の日帰りバス研修旅行、牛久大仏、博物館見学並びに工場
見学に行ってまいりました。

財務・監査委員会　　　　　　　 　     　 ６月27日

新 旧 財 務 懇 親 会

厚生委員会　　　　　　　　　　 　     　  ７月３日

共済制度連絡協議会

女性部会　　　　　　　　     　　　   　　 ７月２日

租　税　教　室　

４月・５月の月例監査及び財務委員会終了後、新旧財務懇親会を青
戸　和食　誠　一番館にて 行いました。財務・監査の日頃の疲れ
を癒し、新旧委員の親睦を深めました。

厚生委員会主催で、保険三社のご協力の元、共済制度連絡協議会
を金町の二葉会館にて行いました。会員支援事業として改めて共済
制度連絡協議会の重要性を説明し、終了後は懇親会を開催しました。

租税教室を、奥戸小学校にて行いました。
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Ẕᓹ᫭都税ʙѦ৑Ầらのお知らせẕ

納付できる主な税目 
固定資産税・都市計画税（土地・家屋）（23 区）、固定資産税（償却資産）（23 区）、
不動産取得税、自動車税種別割、個人事業税 等 

注意事項
■領収証書は発行されません。
領収証書が必要な方は、都税事務所・金融機関等の窓口またはコンビニエンスストアで納付し
てください。
■納付手続完了後に、納付を取り消すことはできません。
■事前に登録及びチャージをする必要があります。
※PayPay でのご納付において、本人確認前のチャージ入金がご利用できなくなりました。お支払の際には、
本人確認後にチャージする必要があります。
■eL-QR のない納付書については、上記の方法で納付できません。

東京都主税局 HP で詳細をご確認の上、ご利用ください。

おうちで今、納付できます！
スマホ決済アプリで納付書の地方税統一 QR コード（eL-QR）
を読み取るだけで納付ができます。

都税がスマホ決済アプリで納付できます 

東京都主税局 
ホームページ

東京都主税局 HP の「AI チャットボットサービス」でも疑問にお答えします。

詳細は 主税局 スマホ 検索

※上記の方法を利用できるスマホ決済アプリは地方税共同機構 HP をご覧ください。
※１枚あたりの合計金額が 30 万円までの納付書では、スマートフォン決済アプリでバーコードを読み取ることでも納付できます。

利用できるスマートフォン決済アプリは東京都主税局 HP をご覧ください。
※車検を受ける運輸支局等の窓口で自動車税種別割の納付確認を電子的に行うことが可能となったため、車検時に納税証明の提示

が省略できます。ただし、納付後、運輸支局等で納税確認ができるまで、最大 10 日程度かかります。車検用の納税証明が必要
な方は、納付後に支払履歴画面等をご用意の上、都税事務所等に申請してください。

※QR コードは(株)デンソーウェーブの登録商標です。

納付書の下部に eL-QR が掲載 
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葛飾都税事務所からのお知らせ
TEL. 03-3697-7511



皆さんに納めていただいている大切な住民税（特別区民税・都民税・森林環境税）は、福祉・教育・まち

づくりなどに使われ、葛飾区を支える土台となっています。

令和７年度の住民税は、令和６年１月から１２月までの１年間の所得に対して課税します。区から送付

する特別徴収の税額決定通知書や普通徴収の税額決定納税通知書の内容をご確認の上、納期限内の納入・

納付をお願いいたします。

令和 7 年度特別区民税・都民税・森林環境税のお知らせをお送りしました

特別徴収の場合は５月１4 日に特別徴収義務者へ、普通徴収の場合は６月１０日に本人へ各通

知書等を送付しております。

＜問い合わせ先＞税務課 課税係 直通 ０３-５６５４-８５５０

特別徴収の皆様へ

特別区民税・都民税・森林環境税の特別徴収にご協力ください

特別徴収分の納入には、便利な電子納税を利用しましょう

普通徴収（個人納付）の皆様へ

納期限内の納付にご協力をお願いします。今後の各納期限は下記のとおりです。

税額決定納税通知書には納付書のほかに口座振替依頼書も同封しております。

納付には便利な金融機関の口座振替をぜひご利用ください。

 第２期 ９月 1 日（月）  第３期 １０月３１日（金）  第４期 令和 8 年 2 月 2 日（月） 

【納付場所】 各金融機関、郵便局（ゆうちょ銀行）、コンビニエンスストア、区役所収納対策課、

       区民事務所及び区民サービスコーナー

【その他の納付方法】 ペイジー対応のＡＴＭ、ネットバンキング、クレジットカード、

           モバイルレジ（アプリまたはＷＥＢ）、スマートフォン決済アプリ

＜問い合わせ先＞収納対策課 収納対策係 直通０３-５６５４-８１８６

⌨෪ય૽ਚઘਜୖ؞ઽವৌੁୖऊैभउੴैच ⌨෪યয়લ 5-13-1

特別徴収とは、事業主の方が従業員や専従者の給与から住民税を徴収し、６月から翌年５月までの

１２回で毎月納入していただく方法です。

４月以降新たに就職された方の特別徴収を始める場合は、特別徴収切替申請書の提出が必要です。

＜問い合わせ先＞税務課 課税係 直通 ０３-５６５４-８５５０

eLTAX を利用すると、従業員から特別徴収した特別区民税・都民税・森林環境税を、一度に複数の自

治体へ一括して電子納税ができます。手数料も無料です。ぜひご利用ください。

詳しくは eLTAX ホームページをご覧ください。 https://www.eltax.lta.go.jp

＜問い合わせ先＞ 収納対策課 収納対策係 直通 ０３-５６５４-８１８６
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葛飾区立石５-13-１　TEL. 03-5654-8550

葛飾区役所・税務課からのお知らせ
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かつしかの窓
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令和７年８月25日発行

　近年ますます夏の暑さが厳しくなっています
が、水分補給や適度な休憩などを心がけて、熱
中症にならないようにしたいものです。表紙の
きょうだいは柴又の江戸川土手を訪れています。
土手にはベンチと木陰があり、二人ともひと休
みしているようです。無理のないように過ごし
つつ、今年の夏も乗り切りましょう。

イラスト：かつしかけいた

　蝉しぐれに包まれる盛夏の葛飾。道ばたに咲く向日
葵が太陽を仰ぎ、ぐんぐん背を伸ばすように、私たち
も新たな一歩を踏み出す季節となりました。
　今期、会長をはじめとする役員が一斉に新体制へ
と移行いたしました。これまで法人会を支えてくださっ
た皆さまに深く感謝申し上げるとともに、新たな顔ぶれ
によるさらなる発展を、私自身もその一員として力を尽
くす所存です。また、葛飾税務署でも署長をはじめ
新任の方 を々お迎えし、地域に新しい風が吹き始め
ています。
　今号の「葛飾企業人」「私の」シリーズは紙数の
都合により休載となりましたが、次号での再登場をど
うぞお楽しみに。移りゆく季節のなか、ひととき足を止
めて『かつしかの窓』をお手に取っていただけました
ら幸いです。
　次に皆さまとお会いするのは、年も改まり「福寿」
号となります。これからも変わらぬご愛読を賜りますよ
う、お願い申し上げます。（S）

■ 表紙のイラストについて ■

編   集   後   記

葛飾法人会員の方は法人税申請書別表一（一）の上部欄外の右上部分に
このシールを貼ってご提出ください。（OCR 用紙には貼らないでください。） 公益社団法人 葛飾法人会員

◆ 説 明 会 の ご 案 内 ◆

決 算 法 人 説 明 会

開催日 時　間 場　所

９月５日（金）
13:30～16:00 葛飾法人会館

９月10日（水）

10月９日（木） 13:30～16:00 葛飾法人会館

12月９日（火） 13:30～16:00 葛飾法人会館

新 設 法 人 説 明 会

10月15日（水） 13:30～16:00 葛飾法人会館

税 務 相 談
月１回、１時間まで無料！
葛飾法人会では税に関する相談を
個別に行っています。まずは法人
会事務局へご連絡ください！

☎3693－3744

申し込み後、日時等をご相談の上決め
させていただきます。相談は原則とし
て葛飾法人会館で行い、東京税理士会
葛飾支部の税理士が相談に応じます。

※�時間を超えてご相談になられた場合、
超過時間につきましては相談者のご負
担になります。

　�帰る時に事務局にお支払ください。料
金は 30分につき5,000円と消費税にな
ります。

〇 �葛飾税務署より対象者にご案内はがきが届き
ますので、ご案内に従って説明会にご参加く
ださい。
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FAX番号　03-3693-3906

　  送り先  〒124-0012 葛飾区立石７－２９－２
         公益社団法人 葛飾法人会 宛

葛飾区内の事業所の皆様へ

地球温暖化対策報告書
を提出してみませんか？

初めての

この様なメリットも
あります！

■  葛飾法人会では、区内の事業者の皆様に「地球温暖化対
策報告書」の提出を呼びかけています。

■  この報告書は、東京都条例に基づく制度で、各事業所が
令和６年４月から令和７年３月までの１年間に使用した電
気・ガス・水道・灯油の量（料金ではなく使用量）を調
べて報告書に記載し、東京都へ提出することで減税などの
メリットが受けられるようになっています。

■  報告書の提出にあたり書類作成を法人会がお手伝いさせ
ていただきます。

■  このご案内の裏面をコピーし、必要事項をご記入の上、
葛飾法人会事務局まで、FAX、または郵送に
てお送りください。

● 中小企業者が地球温暖化対策の一環として行う省エ
ネルギー設備及び再生可能エネルギー設備の取得を
税制面から支援するため、法人事業税を減免します。
制度概要
■対象者
　①資本金の額が１億円以下の法人
　　（保険業法に規定する相互会社を除きます。）
　②「地球温暖化対策報告書」等を提出していること
■対象設備
　 省エネルギー設備及び再生可能エネルギー設備で、

環境局が導入推奨機器として指定するもの。
　・減価償却資産に限ります
　・貸付用、住宅用、中古設備を除きます
■減免額
　 設備の取得価額（上限２千万円）の２分の１を取得

事業年度の法人事業税の税額から減免します。
　（ただし、当期事業税額の２分の１を限度） 
　※ 減免しきれなかった額は、翌事業年度等の法人事

業税の税額から減免可
■対象事業年度
　 令和8年3月30日までの間に終了する各事業年度に

設備を取得し、事業の用に供した場合に適用。

エネルギーの使用量につきましては、各請求書、検針票等でお調べ頂くほか、下記の各事業所に
お電話にて（お手元に請求書等をお持ちになり）問い合わせて頂ければ１年分の確認ができます。

●電気：東京電力エナジーパートナー㈱
　　　　☎0120-995-001（フリーダイヤル）　☎03-6374-8936 (0120番号をご利用になれない場合有料）

●ガス：東京ガスお客さまセンター（総合）
　　　　☎0570-002-211（ナビダイヤル） 　 ☎03-3344-9100（IP電話のご利用など）

●水道：水道局お客さまセンター
　　　　☎03-5326-1101
　　　　　　　※自動車の燃料として使用したガソリン、軽油は報告対象外です。

≪締　　切≫

令和 7 年 9 月30日（火）法人会到着分

中小企業向け省エネ促進税制

書類作りを法人会がお手伝い！

報告書の作成・提出に関するお問合せ先

公益社団法人 葛飾法人会
社 会 貢 献 委 員 会

☎ 03-5388-3433
東京都地球温暖化対策報告書受付窓口 受付時間

詳細はコチラ

平日の午前9時から
午後5時45分まで




